
滋賀県公報 平成22年（2010年）5月31日号外（1）別冊 

 

 

 

 

財 政 事 情 
 
 

『滋賀県基本構想 ～未来を拓く共生社会へ～ 』の実現に向けて 
 

 
 

 
平成 22 年（2010 年）５ 月

滋 賀 県



 

                       (   内の順位は、全都道府県中数値の大きい方からの順位です。) 

 総面積  4,017.36 k㎡  38位 

   (うち琵琶湖の面積 670.25 k㎡)         市町数       13市6町（H22.3.21～） 

＊H21.10.1国土地理院        

(滋賀県の総面積は総務省統計局) 

 

     人 口      1,380,361  人（H17.10.1現在） 

  31位 

                                増加率        2.8 ％（対H12.10.1現在） 

５位 

 

                                 世帯数      479,217 世帯（H17.10.1現在） 

    32位 

                                     増加率       8.8 ％（対H12.10.1現在） 

２位 

                                                一般世帯平均人員 2.85 人（H17.10.1現在） 
                                                                    （ 3.02 人（H12.10.1現在）） 

 

                          ＊人口、世帯数は総務省統計局「国勢調査」 

 

 

    

  

県民所得    313.8 万円（県民１人当たり）                 ６位 

                  ＊内閣府「平成19年度県民経済計算年報」 

                         実質経済成長率  △0.6 ％（県内総生産（生産側）実質:連鎖方式） 36位 

                                   ＊内閣府「平成19年度県民経済計算年報」 

                        県内総生産における第２次産業の占める割合  44.8 ％         １位 

                                    ＊内閣府「平成19年度県民経済計算年報」 

 

 

 

滋賀県の姿 

表紙の写真  
 西 明
さいみょう

寺
じ

（甲良町池寺）   ＜国宝：本堂＞ 
 
 鈴鹿山系の山裾に南北に並ぶ三つの寺、百済寺

ひゃくさいじ

・金剛
こんごう

輪寺
りんじ

・西明寺を湖
こ

東
とう

三
さん

山
ざん

といいます。その

なかで、一番北に位置するのが、西明寺です。その昔、境内にある池から薬師如来が現れた、という

いい伝えがあり、通称「池寺」とも呼ばれ、地名もそれに由来します。 
 承和元（834）年、仁明天皇の勅願により三

さん

修
しゅう

上人が建立したと伝えられ、鎌倉時代には 17の堂
塔と 300の僧坊がある大寺院でした。 
 戦国時代に織田信長方の丹羽

に わ

長永
ながひで

の攻撃を受け、本堂、三重塔、二天門のみを残し、すべて消失。

焼け残った本堂と三重塔は、釘を 1本も使わない純和風建築で、国宝に指定されています。 

平成22年4月1日現在（滋賀県統計課） 

人口: 1,401,191人、世帯数: 523,377世帯 


